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『⾼等学校学習指導要領（平成 30 年告⽰）解説 総合的な探究の時間編』による
と，「これまで以上に総合的な探究の時間を教育課程の中核に位置付けるとともに，各
教科・科⽬等との関わりを意識しながら，学校の教育活動全体で資質・能⼒を育成す
るカリキュラム・マネジメントを⾏うことが求められ」ている。これらの要求が学校
現場でどのように実現できるのか。ここでは千葉県⽴⻑⽣⾼等学校のスーパーサイエ
ンスハイスクール事業のひとつとして，2015 年度から実施している SS 総学「⻑⾼メ
ソッド」におけるカリキュラム・マネジメントの実践例を報告する。報告のテーマは
以下の３つである。1.⻑⾼メソッドは学校の課題をどのように解決しようとしたか 2.
⻑⾼メソッドは⽣徒のどのような資質・能⼒を育成しようとしているか 3.カリキュ
ラム・マネジメントを推進できる教員の資質・能⼒とは何か なお，1.2.については報
告者が執筆した「スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書」からの引⽤
である。 

 

１ ⻑⾼メソッドは学校の課題をどのように解決しようとしたか 
  ＳＳ総学「⻑⾼メソッド」研究開発の経緯――2017 年⻑⽣⾼校 SSH 報告書より 

 

1.1 ＳＳＨ推進に関する教職員アンケートの実施 
本校における第１期 SSH 研究の３年⽬にあたる 2012 年 12 ⽉に，今後の SSH の推進の⽅向

性を職員に問いかけるアンケートを実施した。「SSH 推進に関する教職員アンケート――⻑⽣⾼
等学校全⽇制の未来像についての意識調査」（有効回答数 49）の集計結果は，翌 2013 年の 1 ⽉
に「SSH 推進に関する教職員アンケートまとめと集計」として報告した。その概要は以下の通り
である。 

問１ 今年で３年⽬をむかえる本校のＳＳＨ事業をあなたはどう評価しますか。  
・全体的に⽣徒たちにとって成果があったという評価の⼀⽅で，担当職員や⽣徒にとっての負担

の⼤きさも指摘されている。 

 

問２ 2010 年に本校が指定を受けた 5 年間のＳＳＨ研究指定を，さらに 5 年間更新することにつ
いて，あなたはどう考えますか。 
・更新に際しては，ＳＳＨの対象⽣徒を現状より狭く限定するとともに内容の専⾨性を深める⽅

向性とともに，これまでの成果をＳＳＨ以外のコースも含めた⽣徒全体に還元する⽅向性も⽰さ
れている。地域の中学⽣たちに本校の学校の特⾊をアピールするために更新を積極的に⽀持する



意⾒が多い⼀⽅で，更新に反対する意⾒もある（6 件）。 

 

問３ 本校の理数科と普通科がこれからどうあるべきかについて，あなたのご意⾒を聞かせてく
ださい。 
・理数科のあり⽅について，旧来の，理系にも⽂系にも進学できる学⼒の⾼い⽣徒たちを集める

⽅向性に戻すべきであるとする意⾒がある⼀⽅で，理系に特化した理数科にすべきだという意⾒
もある。いずれにしても，理数科が⻑⽣⾼校の牽引⼒となることが望まれている。 

 

問４ 本校が今後どの様な道を進むべきか，⻑⽣⾼等学校の来るべき未来像についての，あなた
の積極的なご意⾒を聞かせてください。 
・①進学指導や受験指導の充実。②⽂武両道，部活動や特別活動を通した⼈格の陶冶。③ＳＳＨ

も含めた⽣徒の主体性を育てる教養的教育。などが両⽴でき，⼈⼝が減少する中で，地域や中学
⽣たちにとって魅⼒ある学校になるべきであるとの意⾒があった。 

 

 

1.2 理数科将来構想検討会議 
2013 年 4 ⽉，10 名の理数科将来構想検討チームが編成され，校⻑より次の２点についての検

討を委嘱された。①今の理数科の現状と課題を明確にすること。②次期 SSH に向けた理数科の在
り⽅についてまとめること。会議は計 5 回開催され，同年 7 ⽉には職員会議で以下の提案が⾏わ
れた。 

理数科将来構想検討チームによる職員会議提案（2013 年 7 ⽉） 

① 今後の理数科の軸 

・理数科は 3 年間全員 SSH とし，特⾊を持たせる。・⽣徒の進路を狭めない教育課程とする。・進
学実績を伸ばす 

② 理数科のカリキュラム 

・希望する⽣徒には⽂系⼤学進学にも対応できるカリキュラムとする。なお，理数科の教育課程
については，⼟曜活⽤の可能性も含めて検討する。 

③ 全校 SSH 

・普通科の「総合的な学習の時間」を SSH の「課題研究」とする。 

 

1.3 「⻑⾼メソッド」実施までの経緯 
（１） 全校ＳＳＨ・⻑⾼メソッド研究チームによる原案作成 

理数科将来構想検討会議の提案を受けて，2014年4⽉にSSH推進委員会は職員会議において，
以下のように⻑⾼メソッド実施の観点を⽰すとともに，「全校 SSH・⻑⾼メソッド研究チーム」の
編成を提案した。 

全校SSH「課題研究」実施の観点（要旨） 
 ① 実施学年と指導体制―１年次での生徒テキストと職員マニュアルを使った学年主導の指導 
 ② 課題解決能力の育成―第１期SSH方法論の全生徒への還元 
 ③ 進路選択の一環としての学問研究―１年次の進路指導との連結 
 ④ 学力向上のためのメソッドの理解と実践―「長高メソッド」による学力向上 

「全校ＳＳＨ・⻑⾼メソッド」検討チームは，「この指止まれ」方式で参加希望者を募集して編
成された。このチームは全校ＳＳＨのプランニングを⾏いながら，⻑⾼メソッドの研究を通して
⻑⽣⾼校の学⼒観を確⽴するとともに，⽣徒⽤テキストと職員⽤マニュアルの編集にも協⼒する



ことを⽬的とする。チームの会議は 4 ⽉から 9 ⽉までに 6 回実施し，10 ⽉の職員会議で以下の
ような全校 SSH 実施概要を提案した。 

ＳＳＨベーシックプログラム「ＳＳ総学」（仮称）実施概要 
① 実施学年指導体制――１年次での⽣徒⽤テキストと職員マニュアルを使った学年主導の指導 

全校ＳＳＨは１年次で実施。学校設定科⽬「ＳＳ総学」（仮称）は，総合的学習の時間をあて，
ロングホームルームと道徳の時間と連携しながら実施する。⽣徒⽤テキスト「⻑⾼メソッド」と
職員⽤マニュアルを全校ＳＳＨ検討チームが準備し，実際の指導はこれまでの総合学習と同様に
学年主導で，⼀部学年外の職員の協⼒を得ながら⾏う。 

② 問題解決能⼒の育成――第１期ＳＳＨ⽅法論の全⽣徒への還元 
⼈⽂科学，社会科学，⾃然科学のジャンルの中から⾃分の興味あるテーマを設定し，テーマ研

究論⽂の作成等を通して問題解決能⼒を育成する。⽣徒は夏休み前までに研究ジャンルを設定し，
９⽉以降ガイダンスを⾏ってテーマを絞る。後期からゼミ形式(※) で研究を⾏い，年度末には全
ての⽣徒がテーマ研究についての報告書（レポート）を完成できることを⽬標とする。また，こ
の研究を⼤学受験に向けての進路選択を考える機会とする。 

※ ゼミ形式の活動については，⼤学の学部学科をイメージした分類のテーマを 16 種類程度（実施の
際には 13 テーマとなった）設定する。主に学年の職員で指導を⾏うが，ジャンルによっては１学年以
外の職員の協⼒を要請する。 

③ 学⼒向上とグループワークの⽅法の理解と実践――「⻑⾼メソッド」による指導 
全校ＳＳＨのプログラムの中で，課題研究で養成される実践･応用的な学力に加えて，⼤学受験

等で必要とされる基礎的学力の向上の⽅法と，⽂化祭等のホームルーム活動で必要とされる議論
やグループワークの方法を指導する。これまで⾏われてきた⾼校⼊学後の導⼊期指導とホームル
ーム活動の指導をより効果的なものにするために，テキスト「⻑⾼メソッド」を活⽤する。 

 

（３） テキスト「⻑⾼メソッド」の編集 
全校ＳＳＨ・⻑⾼メソッド検討チームは，全校 SSH の実施概要を検討すると同時に，「⻑⾼メ

ソッド」テキストの編集を⾏った。テキストの項⽬と担当者は以下の通りである。（注：担当者名
は割愛した） 

Ⅰ．学習法の科学  

Ⅱ．社会実践の科学  

Ⅲ．研究法の科学  

 

 

２ ⻑⾼メソッドは⽣徒のどのような資質・能⼒を育成しようとしているか 
  ⻑⾼メソッドの学⼒観――2016 年⻑⽣⾼校 SSH 報告書より 
 

 ⻑⽣⾼校全校ＳＳＨ「⻑⾼メソッド」は，以下のような学⼒観に基づ
いて，全校ＳＳＨ「ＳＳ総学」の時間をはじめとする⻑⽣⾼校の学習活
動全体の中で，その学⼒を⾝につける⽅法を⽰す。 

創造⼒を培う３つの学⼒ 
 ① 礎となる知識と理解を得る⼒：メタ学⼒が築く基礎学⼒ 
 ② 他と協⼒し⽬的を達成する⼒：社会実践⼒ 
 ③ 問題を発⾒し探究する⼒  ：科学⼒ 
 「創造⼒」とは，既存の知識を⽣かしながら，社会に求められている新しい価値を作り出す能
⼒であると考えることができる。しかし，新しい価値を作り出すためには，様々な能⼒を総合的



に発揮しなければならない。そこで，「⻑⾼メソッド」では，創造⼒を培う学⼒として３つの学⼒
を設定する。 

① 礎となる知識と理解を得る⼒「メタ学⼒が築く基礎学⼒」 
 新しい価値を創造するためには，基本的学⼒としての知識と概念の理解が不可⽋である。現在
の⼤学⼊試センター試験で問われている学⼒も，基礎的な学習の達成の程度であり，⼤学⼊学後
に必要とされる基礎学⼒であるとともに，社会⽣活の中で新しいアイディアを提案する思慮深い
市⺠にとって，必要不可⽋な教養であると考えられる。これまでの，学校の学習活動の中でも，
基本的学⼒の定着は重視されてきた。しかし，「⻑⾼メソッド」ではそれに加えて，⽣徒⾃らが⾃
分の学⼒を向上させる学⼒をメタ学⼒と定義して，その定着を図る。メタ学⼒の具体的な内容は
以下の通りである。 

Ⅰ. 学習対象を面白いと思う感性 

Ⅱ. 自分から学ぼうとする行動力 

Ⅲ. 学習ベースを考える思考力 

Ⅳ. 学び方を考える計画力 

Ⅴ. 地道に反復を続ける努力 

Ⅵ. 学習法を改善する思考力 

 「⻑⾼メソッド」では，基礎学⼒を⽀える基本的能⼒としてのメタ学⼒を育成する実践を⾏う
とともに，さらに効果的な実践のための研究を⾏う。 

② 他と協⼒し⽬的を達成する⼒「社会実践⼒」 
 社会の中では，個としての能⼒の開発とともに，他者と⼒を合わせてチームワークを発揮しな
がら⽬的を達成する能⼒も必要とされる。集団の中で個々の⼒を⽣かすための⽅法を学び，グル
ープでの合意の形成や役割を分担するための円滑なコミュニケーション能⼒を⾼めることで⽣産
的な活動を⾏うことができる。⾼等学校では，ホームルームでの話し合いや⽂化祭の発表準備な
ど，学級活動や部活動の実践などを通してこの⼒が育まれる。「⻑⾼メソッド」では，会議の⽅法
や⽂化祭の準備の具体的な進め⽅とともに，集団の中でいかにしてチームワークを⽣かして⽬的
の達成に導くか，その⽅法論についても学ぶ。 

③ 問題を発⾒し探究する⼒「科学⼒」 
 新しい価値を創造するためには，既存の知識を習得する学⼒だけではなく，未知の領域の問題
を発⾒し探究する学⼒が不可⽋である。この学⼒を⾝に付けるためには，課題探求の⽅法を理解
した上で，実際に探究活動を⾏うことが必要である。それは講義型の学習ではなく，⽣徒⾃ら試
⾏錯誤する課題探究型の学習の実践を通して獲得される学⼒である。⻑⽣⾼校第Ⅰ期のＳＳＨで
は，「『連携』でつくる新理数教育」のテーマで，⼈とのかかわりの中で⾃ら考え主体的に問題解
決する⼒を持ち，国際社会に対応できる⾃⼰表現⼒を持った⼈材の育成を⽬指した研究を実施し
た。「⻑⾼メソッド」の課題研究では，その成果を⽣かして，理科・数学だけでなく，⼈⽂科学や
社会科学の分野にもジャンルを広げて⽣徒が研究活動を実施する。 

 

 

３ カリキュラム・マネジメントを推進できる教員の資質・能⼒とは何か 
 

3.1 スーパーサイエンスハイスクール（SSH）研究指定が学校にもたらしたもの 
2010 年に千葉県⽴⻑⽣⾼等学校はスーパーサイエンスハイスクールの研究指定を受けた。本

来，SSH の事業は「⾼等学校等の理数系教育に関する教育課程等の改善に資する実証的資料を得
るため」（「スーパーサイエンスハイスクール実施要項」2002，⽂部科学⼤⾂決定）に⾏われてい
る。そのため，本校では SSH 推進部を中⼼にして，新しい理数教育のためのカリキュラム改善の



研究が⾏われてきた。 

それらの研究開発の機動⼒となっていたのが，毎年度末に発⾏する研究開発実施報告書であっ
た。各事業別の研究開発担当者がその年度の末ごとに研究成果を原稿としてまとめることによっ
て，研究の PDCA サイクルを回すことが実⾏された。もちろん，報告書を書くことが研究の⽬的
ではないのだが，２⽉の原稿の締め切りを⽬標にして各年度の研究開発が進められ，どのように
研究成果を実証するかについて，それぞれの担当者は⼯夫と苦労を重ねていた。 

各年度の報告書を⽐較すると，年を経るごとに各担当の報告書のレベルが上がっていることを
読み取ることができる。これは，SSH の研究指定を通して⽣徒の課題研究を指導するスキルの向
上を⽬指す中で，本校職員の研究スキルそのものの向上にもつながったと考えることができる。
とくに初期段階の⻑⾼メソッドの実践の中では，「⻑⾼メソッドテキスト」の編集作業そのものが
カリキュラム開発に対するモチベーションとなった。テキスト制作の締め切りをゴールに，研究
をまとめた結果は 100 ページ超の成果物となった。主に若⼿の教員で構成された全校ＳＳＨ・⻑
⾼メソッド検討チームのメンバーは，テキストの原稿を作成するプロセスの中で，⾃らの資質を
向上させることができた。 

また，毎年各学年に所属する教員に加えて，学年外の教員も⻑⾼メソッドの 13 講座のゼミ指導
の担当を⾏なっている。毎年 20 名超の教職員で普通科全⽣徒の所属する講座を担当しているた
め，5 年間で延べ 120 ⼈を超える教職員が課題研究の指導を⾏ってきた。これも⻑⽣⾼等学校の
職員の探究活動に関する指導⼒を向上させる要因になっている。 

このように，⻑⽣⾼等学校における SSH の研究指定はその研究活動を通して，特に課題研究指
導の分野における教員の資質・能⼒の向上をもたらしたことが推測される。 

 

3.2 ⽣徒に求める資質・能⼒と教員に求められている資質・能⼒ 
SSH の実践により報告書であれテキストであれ，締め切りを⽬標に研究結果を成果物としてま

とめることが教員としての資質・能⼒を向上させることがわかった。そこで 2017 年，当時の校
⻑⼤⼭光晴⽒の呼び掛けで，若⼿の教員たちの授業技術の向上を狙った研究会を⽴ち上げた。ア
クティブラーニング・ワーキンググループと名付けられたその会は，全⽇制と定時制のメンバー
で構成され，アクティブラーニング型授業の実践とルーブリック評価をテーマとした共同研究が
⾏われた。研究の結果は 21 名のメンバーの執筆により，『アクティブラーニング型授業の実践と
評価の試み「授業版 ⻑⾼メソッド」の開発を⽬指して〜』と題した研究紀要にまとめられ，県
内の⾼等学校を含む各所に配布された。 

この試みは現校⻑の⼟屋俊⼀⽒の元でも継続し，2018 年度には『学習モジュールによるアクテ
ィブラーニング型のカリキュラムの試み』というタイトルで研究紀要が発⾏された。2019 年現在
もアクティブラーニング・ワーキンググループは若⼿の教員を中⼼に研究を継続するとともに，
本校の 130 周年記念事業の寄付によって導⼊された，アクティブラーニングルームの有効活⽤⽅
法を検討している。 

⻑⾼メソッドは，主として⽣徒の課題研究によって創造⼒を培う資質・能⼒を育成するプログ
ラムである。同じように，教員による共同研究もカリキュラムマネジメントをはじめとする新し
い時代の教育を担う資質や能⼒を育成するに違いない。その意味において，⽣徒に求める資質・
能⼒とこれからの教員に求められている資質・能⼒はほぼ同型の枠組みで考察することが可能で
あろう。 
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